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＜ポイント＞ 

◇自転車と自動車で大阪の都市部を走行しながらメタン濃度を測定したデータと、メタン排

出量の長期観測データを使用することで、地図上にメタン排出地点の分布を描いた。 

◇メタンとエタンを同時に測定することにより、メタンの排出源の分類に成功。 

◇行政が集計しているメタン排出量データには、見逃された排出源があることを示唆。 

 

＜概要＞ 

地球温暖化を防ぐために、温室効果ガスの一つであるメタンの排出量の削減は喫緊の課題

です。都市部では、メタンを主成分とする都市ガスの漏洩や下水処理に伴うメタンの発生な

どが排出源と考えられていますが、どの場所からどのくらい発生しているかは、これまで日

本では詳しく調べられていませんでした。 

大阪公立大学大学院農学研究科の植山 雅仁准教授、国立環境研究所の梅澤 拓主任研究員、

寺尾 有希夫主任研究員、米国 Environmental Defense Fund（EDF）、英国 Royal Holloway 

University of Londonの共同研究グループは、2023年 9月～12月と 2024年 11月に、ガス

測定器を積んだ自転車と自動車で大阪市と堺市の都市部を走行しながらメタン濃度を測定し

ました。そして、堺市に設置した定点観測装置で長期間測定したメタン排出量データも合わ

せ用いることで、地図上にメタン排出地点を描くこと

に成功しました。今回、メタン（CH4）とエタン（C2H6）

を同時に測定することにより、都市ガスなどの化石燃

料起源のメタンと、下水処理など微生物が関わる生物

起源のメタンを分類して評価することができました。

本研究結果により、行政が集計しているメタン排出量

データには、これまで見逃されていたメタンの排出源

が存在しているか過小評価されている可能性が示さ

れました。今後、メタン削減に向けた具体的な対策が

進むことが期待されます。 

 本研究成果は、2025年 10月 9日に国際学術誌「Atmospheric Chemistry & Physics」に

オンライン掲載されました。 

 

  

―温室効果ガス削減を目指して― 

大阪都市部のメタン排出を移動観測で詳細に調査 

P R E S S  R E L E A S E 

植山 雅仁准教授 

町中を自転車で走破することは予想以上に大変でしたが、観測を支えて

くださった方々のお陰でメタン濃度分布地図が完成しました。見知った

はずの町に意外な景観が広がり、予想外の場所からメタンが排出されて

いることに気づくなど、新たな発見の連続でした。詳細な排出地点情報

を活かし、大阪からメタン削減が進むことを願っています。 

お顔写真 

移動観測用車両と観測装置 
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＜研究の背景＞ 

温室効果ガスの一つであるメタンは、二酸化炭素（CO2）に比べて地球を温める力が 25倍

以上も強い気体です。メタンは大気中にとどまる期間が CO2よりも短いため、その排出量を

減らすことは地球温暖化を防ぐ短期的で効率的な対策の一つと考えられています。このよう

な背景から、日本を含む 100 を超える国や地域が 2021 年にグローバル・メタン・プレッジ

に署名し、2030 年までに世界全体のメタン排出量を少なくとも 30％削減するという目標を

掲げています。 

都市部では、都市ガス（化石燃料）の使用に伴うメタンの漏洩や下水などに含まれる微生

物からのメタン生成があると考えられていますが、日本の都市のどの場所からどのくらい発

生しているかは、これまで詳しく調べられていませんでした。欧州や北米などでは自動車や

飛行機を使用したメタン排出量の調査が進んでいますが、日本ではあまり行われておらず、

化石燃料や下水処理などのメタン排出起源を区別して調査した研究もほとんどありませんで

した。行政によるメタン排出量データは、排出部門別の活動量データと各々の排出係数を用

いて算定されます。しかし、「実際の排出量を正確に反映しているか」が行政単位で検証され

ているわけではなく、現地での大気の観測を用いて独立にメタン排出の実態を明らかにする

必要があると考えました。 

 

＜研究の内容＞ 

本研究グループは、ガス測定器を積んだ自転車と自動車で大阪市と堺市の都市部を中心に

走行し、町の至る所でメタン濃度を測定しました。同時に、堺市役所高層館屋上の電波塔に

設置した装置（図 1）で、風で運ばれるメタンを長期間にわたって観測する渦相関法※と呼ば

れる方法も用いて排出量を評価しました。これらのデータから、どの場所からどのくらいの

メタンが発生しているのかを地図上に描き出すことができました（図 2）。 

都市ガスには、メタン（CH4）とエタン（C2H6）が決まった割合で含まれていますが、下

水などに含まれる微生物がつくるメタンにはエタンが含まれていません。本研究では、メタ

ンとエタンを同時に測ることで、都市ガスなどの「化石燃料起源」なのか、下水などの「生物

起源」のメタンなのかを見分けることもできました。これにより、これまで見逃されていた

メタンの排出源が多数あること、そしてそれらの多くが行政による排出量データに含まれて

いない可能性を突き止めました。 

 

 

図1 堺市役所高層館屋上の電波塔に設置された

都市域のメタンとCO2の排出量をモニタリング

するための気象観測装置。365 日、30 分毎に、

堺市中心部からの温室効果ガス排出量を連続的

にモニタリングしている。 

図 2 自動車での移動観測により検出されたメタン排出地点。周囲

の濃度からのメタンの増加量（ppm）に応じて円の大きさを示す。

赤色は都市ガス起源、青色は微生物により生成されたメタンを表

す。灰色の線は移動観測の経路、灰色の☆は定点観測地点を表す。 
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＜期待される効果・今後の展開＞ 

本研究により、都市部からのメタン排出の実態が自転車と自動車を利用した大気観測で初

めて明らかになりました。これにより、これまで見過ごされていた排出源の削減に向けた具

体的な対策が進むことが期待されます。本研究の移動観測は、都市のメタン排出を短時間・

広範囲に把握するスナップショット的手法であるため、不確実性があります。今後は繰り返

し測定や多都市展開を進め、評価手法を確立し、日本の大都市におけるメタン排出の理解を

深めていきたいと考えています。本成果が日本の温暖化対策に大きく貢献することを願って

います。 

 

＜資金情報＞ 

本研究の一部は、Environmental Defense Fund、JSPS科研費（24K03065）からの支援

を受けて実施しました。 

 

＜用語解説＞ 

※ 渦相関法：タワー上で風向・風速と温室効果ガス濃度を高頻度で測定し、大気と地表面と

の間の実際のガス交換量（フラックス）を直接観測する手法。 
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